










指 導 理 論の実際とドイツ作文修辞法・四階級説の系謂
渡 部 洋一郎
1.本稿の目的




































































































































































































































































自作法 (1 教師より文題を与ふるもの 2 児童に随意に文題を選はしむるも
の） (316頁）










自作法 (1文題を与ふるもの 2各自に文題を選ばしめるもの） （334頁）
＊『尋常全科綴方教授資料集成全』 国語教授研究会編大正 2年 6月 隆文館
第一階段 思想（内容）と形式と二つながら与ふるもの。
（一）視写法 （二）暗写法 （三）書取法 （四）聴写法
第二階段 思想（内容）を与へて形式を工夫せしむるもの。
（一）改作法 （二）填充法 （三）縮約法 （四）敷術法 （五）指導法又は叙





（二）自作法 （其の二）各自をして文題を定めしむるもの (2 ~ 6頁）

































































































































































































『日本作文綴方教育史 2 大正篇』 滑川道夫 昭和53年11月15日 国土社
「鷹田惑之助の随意選題提唱への過程」ー大正初期著作における随意選題の記述一
高森邦明 平成元年 3月 1日 『国語指導研究』第 2集
2) 『綴り方教授法』鷹田悪之助
『文章研究録』第一期（第一号～十二号） 大正 3 (1914)年 1月～12月 育英書院
昭和48(1973)年 2月 5日に、玉川大学出版部より再刊。『全集』第 3巻 p.118-p.119 
3)註 2) 同上書 『全集』第 3巻 p.135 













6)註 2) 同上書 『全集』第 3巻 p.251 
7)註 1)滑川前掲書 p.52 
8) 「綴り方教授の帰着点」 蔵田惑之助 『国語教育』第11巻第 1号 大正 5年11月 『全集』 第 6巻
p.556 
9)註 2) 同上書 『全集』第 3巻 p.26-p.27 
10)註 2) 同上書 『全集』第 3巻 p.49 
11) 「随意選題論争」 波多野完治 『作文教育新論』 昭和28年 1月28日 牧書店 p.303 








14)註 2) 同上書 『全集』第 3巻 p.62,p.64 
15)註 2) 同上書 『全集』第 3巻 p.64 














19) 『日本作文綴方教育史 1 明治篇』 滑川道夫 昭和52年 8月10日 国土社 p.215-p.216
20)註17) 同上書 p.580 
21)註 2) 同上書 『全集」第 3巻 p.93 
22) 『生活綴方成立史研究』 中内敏夫昭和52年 7月再版明治図書 p.114
23)註 5) 同上書 p.196 
24)註 5) 同上書 p.207 










28) 『 国 語 教 育 易 行 道 』 五 綴 方薦田恵之助昭和10年 5月20日 同志同行社『全集』第12巻 p.
162-p.163 
29)註22) 同上書 p.244 
30)註 5) 同上書 p.194-p.198 
31)註 5) 同上書 p.133 
32) この批正の教式の原型は、一部名称が異なるものの、前著『綴り方教授』（本書が刊行される一年前
に出版）にも認めることができる。
（筑波大学博士課程教育学研究科人文科教育学）
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